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首
都
圏
に
は
、
過
去
に
何
度
も

大
き
な
人
口
の
社
会
増
が
あ
り
ま

し
た
。
１
９
８
７
年
に
は
首
都
圏

だ
け
が
年
に
20
万
人
近
く
も
の
人

口
を
集
め
、「
東
京
一
極
集
中
」

と
騒
が
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
現
象
は
い
っ
た
ん
収
ま
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
ま
た
最
近
に

な
っ
て
首
都
圏
流
入
が
盛
ん
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
数
は
２
０

１
２
年
に
は
６
・
７
万
人
で
し
た

が
、
昨
年
の
２
０
１
３
年
に
は
９

・
６
万
人
と
な
り
、
人
口
の
流
入

が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
７
万
人
が
東
京
都
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
首
都
圏
を
近
い

将
来
、
直
下
型
や
ト
ラ
フ
型
の
大

地
震
が
襲
う
こ
と
は
確
実
な
の
で

す
。
ま
た
、
東
京
湾
の
高
潮
の
心

配
は
海
面
上
昇
に
つ
れ
て
高
ま
っ

て
い
ま
す
し
、
東
京
は
河
川
氾
濫

の
危
険
も
大
き
い
う
え
に
、
浸
水

危
険
の
あ
る
地
下
利
用
が
、
世
界

で
一
番
進
ん
で
い
る
の
も
心
配
で

す
。

　

先
進
国
で
最
大
都
市
圏
へ
の
人

口
集
中
が
進
ん
で
い
る
の
は
日
本

だ
け
で
す
が
、
そ
こ
に
壊
滅
級
の

自
然
災
害
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
国
も
、
日
本
だ
け
な
の
で

す
。
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

  

総
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
か

ら
、
地
方
か
ら
人
口
が
流
出
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
口
の
自

然
減
に
悩
む
地
域
の
人
口
減
少
を

さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

現
在
、
人
口
流
出
が
進
む
地
方

は
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
す
で
に
生
活
の
共
同
体
が

維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

集
落
や
町
村
が
増
え
て
い
ま
す

が
、問
題
は
こ
れ
か
ら
な
の
で
す
。

岩
手
県
知
事
を
経
験
し
た
増
田
寛

也
氏
は
、「
２
０
４
０
年
に
は
子

供
を
産
む
可
能
性
の
あ
る
20
歳
～

40
歳
の
女
性
が
半
減
す
る
市
町
村

は
約
９
０
０
に
も
な
り
、
こ
う
し

た
市
町
村
が
県
内
市
町
村
の
８
割

以
上
に
も
な
る
の
が
、青
森
、岩
手
、

秋
田
、
山
形
、
島
根
だ
」
と
言
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
も
う

地
域
崩
壊
と
い
う
べ
き
で
す
。

　
「
平
常
時
の
経
済
だ
け
」
で
考

え
る
の
で
は
な
く
、「
起
こ
っ
て

ほ
し
く
な
い
こ
と
に
真
剣
に
向
き

あ
う
〝
非
常
時
モ
ー
ド
〟」
に
よ

っ
て
、
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
危
機
が
、
も
う
来
て
い
る
の

で
す
。

日
本
の
危
機
到
来

　

や
や
肌
寒
い
早
春
の
青
空
に
な

だ
ら
か
な
稜
線
を
描
く
紫
峰
筑
波

山
。
そ
の
山
麓
に
３
月
初
め
の
土

・
日
曜
日
２
日
間
、
全
国
で
さ
ま

ざ
ま
な
森
林
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
関
係
者
ら
約
２
７
０
人
が
集

っ
た
。
緑
化
国
民
運
動
の
原
点
を

伝
え
る
記
念
碑
周
辺
の
森
林
整
備

に
汗
を
流
し
、
多
く
の
課
題
を
抱

え
る
今
後
の
森
づ
く
り
の
進
め
方

な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

　

初
日
の
８
日
、
集
ま
っ
た
の
は

筑
波
山
の
北
麓
、
茨
城
県
桜
川
市

構
や
筑
波
山
周
辺
で
森
林
活
動
を

展
開
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
球
の
緑
を

育
て
る
会
」
が
、
全
国
の
仲
間
に

運
動
の
原
点
を
大
切
に
し
よ
う
と

呼
び
掛
け
、
大
日
本
山
林
会
、
東

京
農
業
大
学
、
毎
日
新
聞
社
な
ど

と
「
全
国
植
樹
運
動
の
発
祥
地
を

拓
く
道
普
請
作
業
と
車
座
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
と
い
う
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
主
催
し
た
。

　

同
機
構
の
青
木
正
篤
常
務
に
よ

る
と
、
こ
の
発
祥
地
、
実
は
歴
史

の
中
で
忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
た
。

同
機
構
の
前
身
、
国
土
緑
化
推
進

委
員
会
理
事
長
と
し
て
〝
愛
林
運

動
〟
を
推
進
し
、
第
１
回
植
樹
祭

に
も
参
加
し
て
「
緑
化
の
父
」
と

も
呼
ば
れ
る
林
学
者
、
徳
川
宗
敬

氏
が
心
配
し
て
い
る
と
知
っ
た
地

元
つ
く
ば
市
民
が
１
年
以
上
か
け

て
調
査
、
植
樹
現
場
を
探
し
当
て

た
。
そ
れ
を
機
に
、
林
野
庁
や
大

日
本
山
林
会
な
ど
が
建
立
し
た
碑

と
い
う
。

　

だ
が
、
真
壁
町
の
山
す
そ
か
ら

２
㌔
も
離
れ
た
標
高
約
２
０
０
㍍

の
山
中
で
、
歩
道
も
碑
の
周
囲
も

荒
れ
て
し
ま
い
、
昨
年
か
ら
「
地

球
の
緑
を
育
て
る
会
」
が
中
心
に

な
っ
て
少
し
ず
つ
風
倒
木
や
生
い

茂
っ
た
や
ぶ
を
片
付
け
、
登
山
道

を
整
備
し
て
き
た
。

　

当
日
は
昼
か
ら
約
４
時
間
、
地
元

茨
城
森
林
管
理
署
の
指
導
を
受
け

て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
い
、
全
員
で

風
倒
木
を
活
用
し
た
歩
道
の
階
段

造
り
、
碑
の
掃
除
、
草
刈
り
な
ど
に

励
み
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
が
い

つ
で
も
気
軽
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き

る
環
境
に
仕
上
げ
た
。

　

青
木
常
務
は
、「
第
１
回
植
樹

祭
は
、
昭
和
恐
慌
に
大
凶
作
や
災

害
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
子
供
の

身
売
り
や
自
殺
が
相
次
ぐ
暗
い
世

相
の
中
で
、
は
げ
山
だ
ら
け
に
な

っ
た
日
本
を
何
と
か
し
よ
う
と
始

ま
っ
た
。
大
戦
中
と
戦
後
の
森
林

荒
廃
も
乗
り
越
え
全
国
植
樹
祭
へ

国
民
運
動
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

国
土
の
７
割
が
森
林
と
い
う
今
日

の
緑
の
日
本
列
島
に
な
っ
た
歴
史

を
忘
れ
な
い
よ
う
、
発
祥
地
や
記

念
碑
と
の
触
れ
合
い
も
大
切
に
次

世
代
に
伝
え
て
行
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

�

（
写
真
は
毎
日
新
聞
社
提
供
）

植
樹
行
事
発
祥
の
地
で

道
普
請
作
業
も

真
壁
町
羽
鳥
の
丘
陵
地
。
風
倒
木

や
は
び
こ
る
雑
草
、
沢
の
せ
せ
ら

ぎ
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
山
道
を
辿

る
と
、
開
け
た
国
有
林
の
間
に
石

碑
が
現
れ
た
。
高
さ
約
２
㍍
、
幅

１
㍍
ほ
ど
で
一
部
コ
ケ
む
し
て
い

る
が
、
彫
り
込
ん
だ
「
全
国
緑
化

行
事 

発
祥
之
地
」
の
文
字
が
読

み
取
れ
る
。

植
樹
祭
80
周
年
の
節
目

　

公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進

機
構
な
ど
が
主
催
し
天
皇
皇
后
両

森
林
活
動
関
係
者
が
交
流

10

陛
下
が
ご
臨
席
さ
れ
全
国
持
ち
回

り
で
毎
年
開
か
れ
る
「
全
国
植

樹
祭
」。
ス
タ
ー
ト
は
１
９
５
０
年

（
昭
和
25
年
）
だ
が
、
緑
化
を
図
る

国
民
運
動
は
太
平
洋
戦
争
で
一
時

中
断
す
る
前
も
、
森
林
経
営
者
団

体
で
あ
る
現
在
の
公
益
社
団
法
人

大
日
本
山
林
会
な
ど
の
主
催
で
行

わ
れ
、
１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）

に
第
１
回
植
樹
祭
が
こ
の
地
で
始

ま
っ
た
こ
と
を
示
す
石
碑
で
あ
る
。

　

今
年
は
そ
れ
か
ら
80
周
年
の
節

目
に
当
た
り
、
国
土
緑
化
推
進
機

道普請で丸太階段を作る

緑化行事発祥の地の石碑

津和野温泉なごみの里
朱山肇総務課長

　山陰の小京都とよばれる津和野にふ

島根県鹿足郡津和野町鷲原イ２５６番地
県道 13号線（萩津和野線）　TEL.0856-72-4122

さわしく、各施設も便利さとゆったりスペースを
備えた道の駅。城山と青野山を望む広々とした大
浴槽は前面窓ガラスで、パノラマ的眺望を誇り、
露天風呂、サウナ、ジャグジー等もある。第１と
第３日曜日には石見神楽公演があり好評である。

つくで手作り村
鈴木勝実駅長

　作手（つくで）高原ならではの新鮮

愛知県新城市作手清岳字ナガラミ 10- ２
国道３０１号　�TEL.0536-37-2772　

で旬な野菜直売のほか、春は山菜、夏は高原野
菜、秋は自然薯料理や特産トマトのソフトクリー
ム、猪肉の「ししカレー」を楽しめます。作手産
米と手作り長者味噌を使った名物五平もちもあり
ます。大人から子供までの体験メニューも豊富。

きくがわ
藤永太美登駅長

　大きな庄屋風の駅舎が特徴。「菊川そ

山口県下関市菊川町上岡枝 766-1
国道 491 号　��TEL083-287-4649

うめん」や「アイガモ」などの特産品を使った料
理を提供するレストランの他、はちみつ製品や手
づくりパンコーナーなど地元特産品が売店にいっ
ぱいです。地元産いちごのソフトクリームは大人
気です。各種そうめんイベントもお見逃しなく。


